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1.はじめに

コンビュ-タをネットワークに接続する場合,ネットワ-クの管理者に申請し,自分のホスト名, IPアド

レスを発行してもらう必要があります｡その際あわせて, DNS,ゲートウェイ,ネットマスクの設定を自分

のコンビュ-タに設定する必要があります｡

雑誌などでよく耳にするのは, "DNS(DomainNameService) ･ゲートウェイ･ネットマスクの設定は管理

者にお訪ねください｡ "という文章です　UNIXネットワークにおいて各種サ-バの設定を学ぶには,その

ネットワーク管理者になってしまうことが一番の近道ですo　しかし誰もが,現在動作しているネットワ-ク

の管理者になることはできませんoそこで誰でもが手軽にUNⅨネットワ-クを学べるための実習用のネッ

トワークが必要となりますo

今回,ノート型コンビュ-タにUNK(FreeBSD)をインストっレし簡単なネットワ-クを構成し　DNSサ-

バを始めとし各種サ-バの設定を試みましたo

これによって,従来uNⅨの諦習会では容易にできなかったシステムとアプリケ-ションのインストっレ,

見なったネットワーク上へのホストの移動が柔軟に行え, UNIXネットワ-キングの構築を行えるようにす

ることを目的としましたo　ここでは,おもにDNSサ-バの設定について述べますo

2.ネットワーク同士の接続
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図2つ単-のネットワ-クでは　DNSはほとんど必要がないので,あえてDNSを使うために二つのネットワ-ク

を設定しましたo

-股に複数のネットワ-クを接続する場合,ル-夕でネットワ-ク同士を接続しますo (図1)

ル-タとはIPパケットが相手方のネットワ-クに到達できるように適切な径路を選択するための装置で相手

方との間に複数の経路があるときに本領を発揮しますQ

ル-夕は専用装置を購入すると非常に高価になるので,今回はNotePCにUN=をインストっレし,ネット

ワークインタ-フェースカ-ドを2枚装着することにより,ル-タとして動作させましたo

※Note PCにはPCMC仏力ードスロットが2基付いているものが必要です｡

2･ 1　ルータとしての設定

まず,二つのネットワ-クに異なるドメインとネットワーク番号そしてIPアドレスをつけてやり･それぞれ

のインタ-フエ-スに対してホスト名を付けます. (図2)

･ netl側

ドメイン名: eng.nngata-u｡ac･jp

ホスト名:tjgw

IPアドレス: 133.35.135.1

ネットマスク　: 255･255.255.0
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net2側

ドメイン名: info.niigata-u.ac.jp

ホスト名:gw

IPアドレス: 133.35.135･1

ネットマスク　: 255.255･255･0



以上 の ような設定を/et c/b o st s フ ァ イル に記述 します ｡ コ ン ピ ュ
ー タ の起動時 に ニ つ の ネ ッ ト ワ

ー

クイ ンタ

ー フ ェ
ー

ス カ -

ドが認識されるはずですo
I P レベ ルでネ ッ トワ ー クが つ なが っ たか どうか の 確認 には , pi ng

コ マ ン ドを使い ますo 正常ならば, 両方 のネ ッ トワ
ー

ク間で pi n g が届きますo

3 . D N S

ネ ッ トワ
ー ク上 におい てホスト名 を使っ た通信を可能にするには,

D N S ( D o m ai n N a m e S e r vi c e または

s y st e m ) を起動 しておく必要がありますo

D N S は D o m airl N a m e S er vi c e とい う名前から想像が つ くように
, 計算機 の 名前 ( ホス ト名) とIP ア ドレスを

対応 させ るデ
ー

タ ベ ー

ス を管理 して います.

コ ン ピ ュ
ー タをネ ッ トワ

ー クに接続する場合に
,

D N S サ ー バ を記述 ( 設定) する必要が あり ます o

3 .
1 D N S の設定 ( クライ アン ト)

例えば in f o . niig at a - u . a c .j p の ネ ッ トワ
-

ク に接続する各種の ホ ス トは,
D N S サ ー バ を以下 の よ うに設定し

ます｡
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ー

)L)ヾネル内の T C P/IP ( 図3 )

コントロ
ー

ルげネル/ ネットワ
ークの設定内の T C P/IP ( 図4 )
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以上 の ような設定がされ て い ない 場合や,
D N S を管理するサ

ー バが ダウンする と,
W Ⅳへ の 接続や,

ネッ

ト ワ
ー

クプリ ン タ へ の 出力, それ に電子 メ
ー

ル シ ス テム配送緯路に支障をきた し, 接続 に時間がかか っ たり,

最悪 の 場合は接続不能 となります . こ の ようにD N S サ ー バ はネ ッ トワ ー クにお い て非常に重要なも の です｡

3 . 2 D N S の設定 ( サ
ー バ)

通常 ,
D N S サ

ー

バ はネ ッ トワ
ー

ク に最低
一

つ設定しますo ル
ー

タを介した二 つ の ネ ッ トワ ー クが ある場合,

図 5 の ようにそれぞれ の ネ ッ トワ
ー

ク にプライマ リ ･ サ ー バ とセカ ンダリ ･ サ ー バ を置きます ｡

セ カ ンダリ ･ サ
ー

バ は
,

プライ マ リ ･ サ ー バが著し

く安定 で あれ ば必要ありませ んが
, そう でない場合は

予備 の サ
ー バ として設定 します .

今 回はU N Ⅸ をイ ン ス ト ー

ルしたN ot e P C をル
ー

タ代

わ り と して 使 っ て い る の でそ の コ ンピ ュ
ー

タで両方の

ネ ッ トワ
ー

ク の プライ マ リ
･ サ ー バ を兼ねる こ とにし

ま した ｡ セ カ ンダ1+
･

サ
ー バは省略しました o
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図 6 は
, 今回構築 したネ ッ トワ

ー

ク ですo

e n g . z o n e とin f o . z o n e の ニ つ のネ ッ トワ
ー

クを

tj g w(g w) で接続 して い ます o それぞれ のネ ッ トワ

ー

クに ホス トを 3 台ず つ接続して い ます｡ こ の段

階で は D N S サ
ー

バ は動作 して い ませ ん の で

tj g w (g w ) はIP パ ケ ッ トをやり取りするル
ー タの役割

を して い るだけですo

e n g .2: O n e の D N S サ ー バはtjg w
,

in fo . z o n e の D N S サ

ー

バ はg w とするようにそれぞれ の ホストの

/ e上c/r e s ol v . c o n f に記述しておきますo
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tj g w (g w ) にお けるネ ー ム ･

サ
ー バ の設定

I / et c/ n a m e d . b o ot

まず, / et c/ n a m e d .b o ot フ ァイル を作成します｡
こ れ は , ネ ー ム ･ サ

ー バ ー

が読み込む ベ き各種 フ ァ イル と

作業デ ィ レク トリの 指定をします｡

I / et c/ n a m ed b/r o o t .
c a c h e

ドメイ ン空間全体 の ト ッ プに位置するル
-

ト
･ ドメイ ン と呼ばれる情報をど こか ら参照するかを示 しますo

今 回 は, 外部組織 の ネ ッ トワ
ー

ク と接続しない の で
,

全体の情報をtj g w (g w) か ら取得するよう に設定して い

ます Q
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自分自身に対するネ ッ トワ
ー

ク接続を行う場合, lo c alh o st と い う名前 で参照する の でそ れ を定義します o

I / et c/ n a m e d b/1 o c alh o st . r e v

l o c alb o st を逆引き (IP ア ドレス からホ ス ト名を参照する) で きるよう にするた め の フ ァ イル です ｡
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/ e t c/ n a m e d b/ e n 9 . ∑ o n e

e n g . n iig at a - u .
a c .jp ドメイ ン に属する全て の 計算機 の名前とア ドレス を記入しますo

I

/ et c/ n a m e d /1 3 3 . 3 5 .1 3 5 . r e v

e n g . niig at a - u .
a cj p ドメイ ン の逆引きで きるようにするため の フ ァ イルです｡
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さ らに, 同 じような要領 で /et c/ n a 皿 e db/infわ. z o n e と/et c/ n a m e d/1 3 3 ,3 5 .1 5 0 .r e v フ ァ イル を作成 します｡

以上 の 設定が終わ っ た ら,
n a m ed を走らせ

,
n sl o o k u p で確認をします｡ n sl o o k u p はネ ー ムサ

ー バ にホ ス ト名

とIP ア ド レス を照会する コ マ ン ドです｡ 例えば
,
i nf o のp cO l にお い て e n g のtjO l に対し てrlSl o o k u p をし

, そ の

逆のe n g のtj
-

0 1 にお い てin f o のp c O l に 対 して n slo o k u p をします｡ p cO l はe n g ･ niig at a - u ･ a cj p の情報をtj O l は

in f o . n iig at a - u .
a c .j p の情報持 っ て い な い の に
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とな り
,

e n g ,
i nf o 両方の ネ ッ ト ワ

ー

クで D N S サ
ー バが動作し て い る こ とが確認され ます.

4 . まとめ

今回, こ のD N S サ ー バ を 3 台用意して 技術研修の ために
,

｢ P C - U N I X によるイ ン トラネ ッ トの 構築+ を企

画 し実習を行い ま した｡ 実習で は
, 参加者

一

人に 1 台U N ⅨO
7
r e e B S D) をイ ン ス ト

ー

ル したN ot e P C を管理 し

て い ただき
,

ユ
ー ザ登録

,
ネ ッ トワ

ー

ク ヘ の接続
,

アプリケ
ー

シ ョ ン の イ ン ス ト
ー

ル ,
w w w サ ー バ の立ち

上 げな どを体験して頂き ましたo また
,

ノ
ー

ト型 コ ン ピ ュ
ー

タを導入 した こ とにより, 今ま で の U N m 実習

よりも
- 歩踏み込んだも の にな っ た と思 い ますo 実際にネ ッ トワ

ー

クを構築する場合にお い て , ノ
ー

ト型 コ

ン ピ ュ
ー

タを導入 した場合, 以下の ような利点が ありメ
ー

ルサ
ー バ等を立 ち上げる最適だと思われます.

1 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン等と比 べ 非常に コ ス トが節約できるo

･ O S が無料で配布され て い る｡

･ ス ペ ー

ス をあまり必要としな い ｡

･ 別途に無停電電源を購入する必要がない ｡

最後に
,

今回 の 実習を企画運営するにあたりご協力を頂いた, 渡辺
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